
は
じ
め
に

二
〇
一
七
年
二
月
二
八
日
、
台
北
市
内
に
あ
る
二
二
八
和
平
公
園
の
台
北
二
二
八
紀
念
碑
前
に
お
い
て
、
二
二
八
事
件
七
〇
周
年
の

記
念
式
典
が
催
さ
れ
た
。
式
典
の
主
題
は
、｢

時
代
は
眼
前
に
あ
る
―
二
二
八
�｣

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
二
二
八
の
経
験
が
自
ら
の

土
地
を
愛
す
る
契
機
と
な
り
、
さ
ら
に
は
台
湾
主
体
意
識
の
啓
蒙
の
源
と
な
る
、
と
い
う
企
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
式
典
に
は
、
蔡

英
文
総
統
を
は
じ
め
、
薛
化
元
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
董
事
長
、
柯
文
哲
台
北
市
長
、
潘
信
行
台
湾
二
二
八
関
懐
総
会
理
事
長
及
び

受
難
者
の
家
族
ら
が
参
列
し
た

(

１)

。

蔡
英
文
総
統
は
、
式
典
の
挨
拶
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
日
は
二
二
八
事
件
か
ら
七
〇
周
年
に
あ
た
る
日
で
す
。
こ
の
数
日
、
私
は
、
あ
る
人
を
思
い
起
こ
し
て
い
ま
す
。
あ
る
人
と
は
、
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張
炎
憲
先
生
で
す
。
私
の
挨
拶
の
冒
頭
は
、
と
り
わ
け
天
国
に
い
る
張
先
生
に
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
張
先
生
は
、
生
前
、
二

二
八
事
件
に
お
い
て

｢

被
害
者
が
い
る
の
み
で
、
加
害
者
が
い
な
い｣

と
い
う
状
況
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
ず
っ
と
強

く
望
ん
で
い
ま
し
た
。
本
日
こ
こ
に
立
ち
、
私
は
、
張
先
生
な
ら
び
に
こ
こ
に
い
る
受
難
者
の
家
族
の
方
々
に
伝
え
た
い
。
我
々

は
、
先
生
の
未
完
の
事
業
を
引
き
受
け
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
。
先
週
の
土
曜
日
、
文
化
部
が｢

中
正
紀
念
堂｣

の
改
革
構
想
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
国
史
館
も
新
た
な
二
二
八
関
連
の
史
料
集
を
発
表
し
、
そ
こ
に
は
新
た
に
発
見
さ
れ
た
�

案
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
機
関
の
協
力
の
も
と
で
、
国
家
�
案
局
に
移
管
さ
れ
た
二
二
八
事
件
の
�
案
は
、
す
で
に
全
部
の

機
密
解
除
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
和
解
は
真
相
究
明
の
上
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
明
日
、
国
家
�
案
局
も
ま
た
新
た

な
政
治
�
案
の
整
理
計
画
を
始
動
し
ま
す
。
こ
こ
で
私
は
特
に
強
調
し
た
い
。
我
々
は
、
最
も
謹
慎
な
態
度
を
も
っ
て
、
二
二
八

事
件
の
責
任
帰
属
問
題
を
処
理
し
ま
す
。
…
…
移
行
期
正
義
の
目
標
は
和
解
で
あ
り
、
闘
争
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

政
府
が
堅
持
す
る
原
則
で
す
。
移
行
期
正
義
は
、
各
個
人
の
努
力
が
必
要
で
す
。
す
べ
て
の
人
民
が
共
に
過
去
に
向
き
合
う
こ
と

が
で
き
た
ら
、
国
家
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
未
来
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
…
…
私
は
、
い
つ
か
真
相
が
完
全
に
明
ら
か
に

さ
れ
、
加
害
者
が
謝
罪
を
望
み
、
受
難
者
と
そ
の
家
族
が
謝
罪
を
受
け
入
れ
許
す
日
が
来
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、
毎
年
の
二
月
二

八
日
が
、
国
家
が
最
も
団
結
す
る
日
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
…
…

(

２)

こ
の
よ
う
に
、
蔡
英
文
総
統
は
、
蒋
介
石
を
二
二
八
事
件
の
元
凶
と
指
摘
し
た

『

二
二
八
事
件
責
任
帰
属
研
究
報
告』

(

二
二
八
事

件
紀
念
基
金
会
、
二
〇
〇
六
年)

及
び

『

二
二
八
事
件
辞
典』

(

国
史
館
・
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
、
二
〇
〇
八
年)

等
の
著
作
が

あ
る
張
炎
憲
の
二
二
八
事
件
に
お
い
て
は

｢

被
害
者
が
い
る
の
み
で
、
加
害
者
が
い
な
い｣

と
い
う
言
葉
を
引
き
な
が
ら
、
か
か
る
状

況
を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
二
二
八
事
件
の
責
任
帰
属
問
題
を
政
府
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。
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そ
れ
は
、
移
行
期
正
義
の
目
標
が
和
解
に
あ
り
、
和
解
を
成
し
遂
げ
る
前
提
と
し
て

｢

真
相｣

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
っ
た
。

薛
化
元
に
よ
れ
ば
、
移
行
期
正
義
と
は
、
基
本
的
に
は
非
自
由
民
主
体
制
か
ら
自
由
民
主
体
制
へ
と
変
更
し
た
後
に
行
う
過
去
の
歴

史
に
対
す
る
再
評
価
で
あ
る
。
移
行
期
正
義
は
、
真
相
へ
の
需
要
、
正
義
の
追
求
、
和
解
へ
の
希
望
の
三
つ
の
側
面
が
あ
り
、
真
相
を

究
明
す
る
こ
と
で
、
真
の
正
義
が
現
れ
、
正
義
に
よ
っ
て
実
質
的
な
和
解
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
薛
化
元
は
、
二
二
八
事
件
の

根
本
的
問
題
と
し
て

｢
執
政
者
が
国
家
を
代
表
し
て
受
難
者
に
対
し
謝
罪
し
、
賠
償

(

補
償)

し
た
が
、
真
相
へ
の
追
究
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
加
害
者
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
正
義
を
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
で
は
、
根
本

的
な
真
相
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
簡
単
に
和
解
的
状
態
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と｣

を
指
摘
し
て
い
る

(

３)

。

こ
れ
ま
で
台
湾
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
現
在
進
行
形
で
進
ん
で
い
る
移
行
期
正
義
の
た
め
の
政
策
に
基
づ
き
二
二

八
事
件
に
関
わ
る
公
文
書
の
公
開
が
進
ん
だ
こ
と
と
、
二
二
八
事
件
の
歴
史
的
重
要
性
に
よ
り
、
二
二
八
事
件
に
つ
い
て
は
膨
大
な
研

究
の
蓄
積
が
あ
る

(

４)

。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
二
二
八
紀
念
碑
に
焦
点
を

あ
て
て

(

５)

、
紀
念
碑
か
ら
移
行
期
正
義
や
族
群
和
解
の
問
題
を
考
察
し
た
い
。
主
と
し
て
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て

台
湾
各
地
に
二
二
八
紀
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
の
紀
念
碑
に
込
め
ら
れ
た
思
想
は
、
移
行
期
正
義
や
族
群
和
解
の
考
え

方
、
及
び

｢

根
本
的
な
真
相
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
簡
単
に
和
解
的
状
態
を
作
っ
て
し
ま
っ
た｣

と
い
う
二
二
八
事
件
の
根
本

的
な
問
題
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
で
、
本
稿
で
は
、
二
二
八
紀
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
く
前
提
と
な
る
二
二
八
事
件
の
背
景
、
経
緯
、
社
会

的
影
響
、
二
二
八
和
平
運
動
の
展
開
を
押
さ
え
た
上
で
、
い
く
つ
か
の
紀
念
碑
を
と
り
あ
げ
て
碑
文
の
内
容
を
検
討
す
る
。
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一
、
二
二
八
事
件
の
背
景
と
経
過

二
二
八
事
件
は
、
偶
発
的
事
件
で
あ
る
も
、
総
体
的
に
み
る
と
、
こ
の
種
の
事
件
が
発
生
す
る
蓋
然
性
は
極
め
て
高
か
っ
た
。
一
九

四
五
年
八
月
、
日
本
の
敗
戦
、
無
條
件
降
伏
の
報
は
、
い
わ
ゆ
る
台
湾
本
省
人
を
歓
喜
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
植
民
地
の
桎
梏
か
ら
の
解

放
と
祖
国
へ
の
復
帰
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
省
人
は
、
大
陸
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
接
収
軍
を
熱
烈
に
迎
え
た
。
し
か
し
、
そ

の
祖
国
復
帰
へ
の
熱
情
は
、
さ
ほ
ど
時
日
を
経
な
い
う
ち
に
急
速
に
冷
却
さ
れ
、
失
望
に
変
わ
っ
て
い
く

(

６)

。
そ
こ
に
は
、
主
と
し
て
次

の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
九
月
一
日
、
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
と
台
湾
省
警
備
司
令
部
が
成
立
し
、
陳
儀
が
行
政
長
官
に
就
き
、
警
備
総
司
令
を

兼
任
し
た
。
行
政
長
官
は
、
行
政
権
、
立
法
権
、
司
法
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
陳
儀
は
、
こ
の
三
権
に
加
え
て
軍
事
権
も
掌
握

し
た
こ
と
に
な
る
。
行
政
長
官
公
署
体
制
は
、
大
陸
の
制
度
と
は
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
事
実
上
、
日
本
統
治
期
の
総
督
府
体
制
と

何
等
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
体
制
は
、
本
省
人
を
し
て
祖
国
が
自
分
達
を
平
等
に
扱
わ
な
い
も
の
と
し
て
認
識

さ
せ
た
。
さ
ら
に
長
官
公
署
の
部
局
長
、
各
県
市
の
長
官
、
国
営
企
業
や
工
場
の
幹
部
は
ほ
ぼ
外
省
人
に
占
め
ら
れ
た
。
日
本
の
植
民

地
統
治
か
ら
の
解
放
に
よ
り
、
本
省
人
は
、
よ
り
多
く
の
政
治
参
加
へ
の
機
会
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
見
事

に
裏
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
一
月
、
国
民
政
府
は
、｢

日
産｣

(

日
本
人
が
残
し
た
資
産)

と
本
省
人
資
産
の
処
理
方
法
を
定
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

本
省
人
の
私
産
は
、
一
旦
政
府
に
す
べ
て
接
収
保
管
さ
れ
、
日
本
軍
の
特
務
に
従
事
し
た
、
あ
る
い
は
日
本
軍
に
協
力
し
て
本
国
人
を

凌
辱
し
た
な
ど
の
経
歴
が
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
、
は
じ
め
て
返
還
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
省
人
は
、
日
本
人
の
侵
略
の
手
先
と
み
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な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
差
別
的
待
遇
は
、
国
民
政
府
の
本
省
人
に
対
す
る
基
本
的
態
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
省

人
に
と
っ
て
侮
辱
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
く
、
そ
の
自
尊
心
を
著
し
く
傷
つ
け
た
。
そ
し
て
本
省
人
私
産
な
ら
び
に
日
産
処
理
過
程

に
お
け
る
不
当
な
占
有
と
汚
職
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
官
紀
腐
敗
の
常
態
化
、
経
済
政
策
の
失
策
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
の
進
行
と
物
価
高
騰

な
ど
も
加
わ
り
、
本
省
人
の
国
民
政
府
へ
の
不
満
は
、
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
本
省
人
と
外
省
人
は
、
日
本
統
治
の
五
〇
年
間
、
長

期
に
わ
た
り
隔
離
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
言
語
は
不
通
で
あ
り
、
教
育
背
景
や
生
活
習
慣
も
ま
た
こ
と
な
っ
て
い
た
。
本
省
人
の
外
省

人
へ
の
理
解
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
外
省
人
の
本
省
人
へ
の
よ
り
深
刻
な
理
解
不
足
と
殊
更
な
差
別
待
遇
は
、
相
互
理
解
の
促
進
を
よ

り
困
難
に
さ
せ
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
二
二
八
事
件
は
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

二
二
八
事
件
と
は
、
い
わ
ゆ
る
台
湾
の
本
省
人
に
と
っ
て
、
共
通
の
悪
夢
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く

｢

白
色
テ
ロ｣

の
時
代
へ
の
序
章

で
も
あ
り
、
今
な
お
多
く
の
人
々
の
心
の
傷
と
し
て
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
悲
劇
的
事
件
で
あ
る
。
二
二
八
事
件
の
進
行
は
、
基
本

的
に
二
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
階
は
、
一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
か
ら
三
月
八
日
ま
で
で
あ
り
、
第
二
段
階
は
、
三
月
八

日
よ
り
五
月
一
六
日
ま
で
で
あ
る
。

二
月
二
七
日
、
専
売
局
台
北
分
局
の
取
締
員
傅
学
通
ら
六
名
と
台
北
警
察
隊
の
警
官
四
名
が
闇
煙
草
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
大
平
町

(

現
延
平
北
路)

に
赴
き
、
闇
煙
草
を
密
売
し
て
い
た
林
江
邁
の
煙
草
と
売
上
金
を
没
収
し
た
。
小
競
り
合
い
の
な
か
で
、
林
紅
邁
は

殴
打
さ
れ
て
負
傷
し
た
。
そ
れ
を
目
撃
し
て
い
た
周
囲
の
人
々
は
憤
激
し
、
騒
動
は
拡
大
し
た
。
傅
学
通
に
よ
る
威
嚇
射
撃
が
通
行
人

に
命
中
し

(

翌
日
死
亡)

、
騒
動
は
も
は
や
収
拾
不
能
と
な
り
、
取
締
官
ら
は
派
出
所
へ
逃
げ
込
ん
だ
。
群
衆
は
、
即
刻
犯
人
の
引
き

渡
し
を
要
求
す
る
も
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
怒
り
は
ま
す
ま
す
増
大
し
た
。

翌
二
八
日
、
民
衆
は
、
デ
モ
行
進
を
挙
行
、
ま
ず
大
平
町
派
出
所
を
破
壊
し
た
の
ち
、
専
売
局
台
北
分
局
で
犯
人
の
厳
罰
を
要
求
し
、

拒
否
さ
れ
る
と
、
行
き
先
を
行
政
長
官
公
署

(

現
総
統
府)

に
変
更
し
、
陳
儀
に
陳
情
し
よ
う
と
し
た
。
デ
モ
隊
は
、
約
四
・
五
〇
〇
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人
に
膨
れ
あ
が
り
、
ま
す
ま
す
勢
い
を
増
し
て
い
っ
た
。
公
署
の
前
に
は
す
で
に
警
備
兵
が
配
備
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
兵
士
が
突

如
と
し
て
群
衆
に
向
け
て
一
斉
掃
射
を
始
め
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
民
衆
は
、
台
北
公
園

(

現
二
二
八
和
平
紀
念
公
園)

に
集

ま
り
、
台
湾
放
送
局
を
占
領
し
、
全
島
へ
向
け
て
放
送
を
開
始
、
台
湾
人
は
暴
政
に
抗
し
て
決
起
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
か
く
し
て

台
北
市
で
の
衝
突
は
、
全
島
挙
げ
て
の
政
治
抗
争
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
三
月
八
日
に
か
け
て
は
、
駐
在
す
る

軍
隊
、
憲
兵
、
警
察
が
全
島
的
な
民
衆
蜂
起
を
鎮
圧
で
き
ず
、
双
方
に
死
傷
者
を
出
し
、
か
つ
台
湾
に
居
合
わ
せ
た
外
省
人
が
時
に
路

上
で
報
復
の
対
象
と
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

三
月
二
日
、
事
件
の
解
決
を
は
か
る
た
め
に
、
民
意
代
表
、
国
民
大
会
代
表
、
省
市
参
議
員
等
か
ら
な
る

｢

二
二
八
事
件
処
理
委
員

会｣

が
台
北
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
県
市
に
も
分
会
が
設
立
さ
れ
た
。
処
理
委
員
会
は
、
七
日
、
王
添
灯
を
通
じ
て
政
府
に
対
し

て
四
二
箇
条
の
要
求
を
提
出
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
軍
事
方
面
に
対
す
る
要
求
と
し
て
、｢

大
陸
の
内
戦
が
終
結
す
る
以
前
に
お
い
て
、

台
湾
を
防
衛
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
以
外
、
台
湾
を
内
戦
に
巻
き
込
ま
せ
な
い
た
め
に
、
徴
兵
に
は
絶
対
に
反
対
す
る
こ
と｣

や

｢

軍
事
権
の
濫
用
を
取
り
除
く
た
め
、
警
備
司
令
部
を
撤
廃
す
る
こ
と｣

が
あ
げ
ら
れ
た
。
の
ち
に
政
府
は
、
こ
の
要
求
項
目
を
国
家

反
逆
へ
の
重
要
証
拠
と
み
な
し
、
処
理
委
員
会
関
係
者
を
こ
と
ご
と
く
連
行
・
殺
害
し
て
い
く
。

三
月
八
日
、
大
陸
の
国
民
政
府
が
派
遣
し
た
第
二
一
師
団
が
基
隆
港
に
上
陸
す
る
や
状
況
は
一
変
し
た
。
す
な
わ
ち
、
二
二
八
事
件

の
第
二
段
階
の
始
ま
り
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
が
ま
た
い
わ
ゆ
る

｢

二
二
八
大
虐
殺｣

の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。
二
二
八
事
件
処
理
委
員

会
は
、
行
政
長
官
公
署
と
の
交
渉
談
判
役
を
担
っ
た
が
、
陳
儀
行
政
長
官
は
、
表
面
上
、
該
委
員
会
の
要
求
に
応
じ
る
よ
う
に
見
せ
か

け
る
一
方
で
、
蒋
介
石
に
打
電
し
て
軍
の
派
遣
を
要
請
し
て
い
た
。
上
陸
軍
は
、
基
隆
で
た
だ
ち
に
街
路
掃
射
・
密
集
掃
射
を
開
始
し

た
。
九
日
、
陳
儀
は
、
戒
厳
令
を
布
告
し
、
一
〇
日
、
非
合
法
た
る
二
二
八
事
件
処
理
会
の
解
散
を
命
じ
た
。
一
一
日
に
は
、
車
内
で

の
民
衆
と
兵
士
と
の
衝
突
を
発
端
と
す
る｢

八
堵
火
車
站
事
件｣

が
起
こ
り
、
史
国
華
率
い
る
約
四
〇
名
の
部
隊
が
八
堵
駅
を
襲
撃
し
、
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多
く
の
駅
職
員
が
射
殺
ま
た
は
連
行
後
殺
害
さ
れ
た
。
一
八
日
よ
り
国
民
党
軍
は
、
東
西
の
二
路
に
分
か
れ
て
掃
討
作
戦
を
展
開
し
、

台
東
で
合
流
し
て
全
島
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
。
農
村
部
に
潜
む

｢

反
政
府
的
分
子｣

を
一
網
打
尽
に
す
る

｢

清
郷｣

が
実
施
さ
れ
、

多
数
の
無
辜
の
人
々
が
受
難
し
た
。
五
月
一
一
日
、
陳
儀
は
、
台
湾
を
離
れ
、
一
五
日
、
魏
道
明
が
来
台
し
、
一
六
日
、
行
政
長
官
公

署
を
廃
止
し
て
こ
れ
を
組
み
入
れ
た
台
湾
省
政
府
の
主
席
に
就
い
た
。
魏
道
明
は
、
同
日
、
戒
厳
令
を
解
除
し
、
こ
こ
に
お
い
て
二
二

八
事
件
は
、
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
二
二
八
事
件
に
よ
る
受
難
者
の
総
数
は
、
過
去
の
政
府
刊
行
物
に
よ
る
と

七
千
人
以
下
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
行
政
院
が
歴
史
研
究
者
を
招
聘
し
て
組
織
し
た

｢

二
二
八
事
件
小
組｣

の
研
究
成
果
で
あ
る

『

二

二
八
事
件
研
究
報
告』

(
一
九
九
四
年)

は
、
一
万
八
千
人
か
ら
二
万
八
千
人
の
あ
い
だ
と
推
計
し
て
い
る
。

二
、
二
二
八
和
平
運
動
の
展
開

二
二
八
事
件
の
中
で
命
を
落
と
し
た
者
の
な
か
に
は
知
識
人
、
社
会
的
エ
リ
ー
ト
、
働
き
盛
り
の
青
壮
年
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

台
湾
近
代
史
の
ど
の
側
面
を
研
究
し
た
と
し
て
も
、
優
秀
な
人
材
が
二
二
八
事
件
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
容
易
に
気
づ
か

さ
れ
る
。
二
二
八
事
件
の
台
湾
社
会
に
与
え
た
衝
撃
は
、
無
数
の
社
会
的
エ
リ
ー
ト
と
青
壮
年
を
短
期
間
で
一
挙
に
喪
失
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
生
き
残
っ
た
多
く
の
台
湾
人
知
識
人
は
、
爾
後
、
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
を
避
け
、
そ
の
子
女
に
も
政
治
へ
の
不
干

渉
を
強
く
望
む
こ
と
に
な
っ
た
。
二
二
八
事
件
は
、
ま
さ
に
台
湾
民
主
政
治
史
上
の
一
大
断
層
を
形
成
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
台
湾
社
会

の
沈
滞
化
と

｢

脱
道
徳
化｣

(de-m
oralized)

を
進
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
周
婉
窈
の
次
の
問
題
提
起
は
、
我
々
の
想
像
力
を
刺
激

す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
く

｢

一
個
の
社
会
が
突
然
の
う
ち
、
多
く
の
名
士
や
文
化
的
エ
リ
ー
ト
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
た

ら
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
後
遺
症
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か｣
と

(

７)

。
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そ
の
一
方
で
、
二
二
八
事
件
に
関
わ
っ
た
台
湾
人
知
識
人
あ
る
い
は
そ
の
受
難
者
の
家
族
の
一
部
は
、
国
民
政
府
へ
の
怨
嗟
か
ら
、

政
府
の
転
覆
運
動
に
従
事
し
、
そ
の
後
の
台
湾
独
立
運
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
政
府
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね
た
知
識
人
は
、

香
港
、
日
本
、
欧
州
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
逃
れ
、
各
地
で
反
政
府
活
動
に
携
わ
り
、
台
湾
独
立
を
鼓
吹
し
て
い
く
。
ま
た
国
民
政
府
に

失
望
し
た
一
部
の
知
識
人
は
左
傾
化
し
て
い
き
、
国
民
党
が
中
共
に
駆
逐
さ
れ
台
湾
に
逃
れ
て
き
た
の
ち
、
戒
厳
令
下
で
の

｢

白
色
テ

ロ｣

の
犠
牲
者
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
二
二
八
事
件
は
、
本
省
人
と
外
省
人
間
の
亀
裂
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た

(

い
わ
ゆ

る

｢

省
籍
問
題｣)
。
本
省
人
の
婚
姻
上
、
就
業
上
で
の
外
省
人
の
排
斥
が
進
行
し
た
。
こ
の
両
者
の
感
情
的
対
立
は
、
一
九
七
〇
年
代

に
な
り
次
第
に
取
り
除
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る

(

８)

。

一
九
四
九
年
五
月
二
〇
日
、
政
府
は
、
台
湾
全
土
に
戒
厳
令
を
布
告
し
、
同
年
六
月
、｢

懲
治
反
乱
条
例｣

お
よ
び

｢

粛
清
匪
諜
条

例｣

を
施
行
し
、
同
年
末
に
は
国
民
政
府
が
台
湾
に
全
面
撤
退
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
戒
厳
時
期
で
は
、
こ
の

二
つ
の
条
例
に
依
拠
し
、
共
産
党
の
ス
パ
イ
を
取
り
締
ま
る
こ
と
を
名
目
と
し
て
、
無
実
の
人
々
を
連
行
、
処
刑
す
る

｢

白
色
テ
ロ｣

が
横
行
し
た
。｢

白
色
テ
ロ｣

に
よ
る
処
刑
者
は
、
約
四
千
人
に
お
よ
び
、
約
八
千
人
が
逮
捕
収
監
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

(

９)

。

戒
厳
令
は
、
一
九
八
七
年
七
月
一
五
日
に
解
除
さ
れ
た
。
前
年
九
月
に
は
な
お
党
禁
が
解
除
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下
で
、
民
主
進
歩

党
が
成
立
し
て
お
り
、
民
主
化
の
兆
し
が
よ
う
や
く
見
え
始
め
た
。
折
し
も
一
九
八
七
年
は
、
二
二
八
事
件
四
〇
周
年
に
あ
た
っ
た
。

二
二
八
事
件
に
触
れ
る
こ
と
は
、
戒
厳
令
下
で
禁
忌
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
同
年
二
月
二
八
日
を
前
後
し
て
、
そ
れ
を
突
破
す
る
重
要
な

動
き
が
あ
っ
た
。
二
月
四
日
、
二
二
八
和
平
日
促
進
会
が
組
織
さ
れ
た
。
促
進
会
の
設
立
趣
旨
は
、
事
件
の
真
相
究
明
、
冤
罪
を
す
す

ぐ
こ
と
、
二
月
二
八
日
を
和
平
の
日
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
促
進
会
は
、
台
湾
各
地
で
活
動
を
催
し
、
台
湾
民
衆
の
熱
烈
な
支
持
を

得
、
二
八
日
、
台
北
市
に
お
い
て
、
四
〇
年
来
は
じ
め
て
の
二
二
八
受
難
者
の
慰
霊
儀
式
を
挙
行
し
た
。
同
日
に
は
ま
た
民
進
党
中
央

党
部
が
二
二
八
事
件
の
発
生
地
点
で
あ
る
延
平
北
路
附
近
の
永
楽
小
学
校
で

｢
二
二
八
和
平
日
演
講
会｣

を
開
催
し
、
三
万
人
あ
ま
り
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の
民
衆
を
動
員
し
た
。
二
二
八
和
平
日
促
進
会
は
、
一
九
八
九
年
一
月
よ
り
台
湾
人
権
促
進
会
や
台
湾
基
督
教
長
老
教
会
な
ど
と
連
合

し
て

｢

二
二
八
公
義
和
平
運
動｣

を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
は
、
仏
教
団
体
、
学
生
団
体
、
民
進
党
も
参
加
し
た
。
こ
の
運
動
の
高
ま
り

は
、
政
府
の
譲
歩
を
引
き
出
し
た

(

�)

。

一
九
九
五
年
二
月
二
八
日
、
李
登
輝
総
統
が
台
北
市
新
公
園

(

現
在
の
二
二
八
和
平
公
園)

に
お
け
る
二
二
八
紀
念
碑
の
除
幕
式
に

参
加
し
て
談
話
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、｢

国
家
元
首
と
し
て
、
政
府
が
犯
し
た
罪
に
つ
い
て
事
件
の
犠
牲
者
と
遺
族
に
対

し
て
深
く
謝
罪
す
る｣
と
初
め
て
公
式
に
謝
罪
の
意
を
示
す
と
と
も
に
、
二
二
八
事
件
の
真
相
究
明
、
受
難
者
に
対
す
る
補
償
、
二
二

八
記
念
日
の
設
立
を
約
束
し
た
。
二
二
八
紀
念
碑
に
つ
い
て
、
二
二
八
紀
念
碑
は
、
怨
恨
や
悲
し
み
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

歴
史
の
警
鐘
で
あ
り
、
絶
え
ず
我
々
が
歩
ん
だ
歴
史
的
悲
劇
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
絶
え
ず｢

族
群｣

(

エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー

プ)

の
分
裂
を
誡
告
す
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
族
群
の
融
合
に
よ
る
新
台
湾
の
建
設
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、

談
話
の
最
後
で
、
歴
史
上
の
悲
し
み
や
苦
難
の
記
憶
は
、
今
後
我
々
の
心
中
の
陰
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
我
々
の
輝
か
し
い
前
途
を
切

り
開
く
た
め
の
力
に
な
る
と
し
、
二
二
八
紀
念
碑
は
、
台
湾
の
民
主
化
、
自
由
化
の
象
徴
で
あ
る
、
と
し
て
談
話
を
結
ん
で
い
る

(

�)

。
李

登
輝
は
、
本
省
人
を
弾
圧
し
た
国
民
党
政
府
関
係
者
と
国
民
政
府
軍
の
実
行
者
に
対
す
る
責
任
を
問
わ
ず
、
未
来
志
向
で
族
群
の
和
解

を
達
成
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
と
い
え
る
。
二
二
八
紀
念
碑
は
、
そ
の
た
め
の
象
徴
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
李
登
輝
の
約
束
ど
お
り
、
受
難
者
の
名
誉
回
復
、
記
念
公
園
の
整
備
、
記
念
館
の
設
立
、｢

二
二
八
事
件
処
理
及
補
償
条

例｣

の
公
布

(

一
九
九
五
年
四
月)

、
及
び
二
月
二
八
日
の
国
定
休
日
化

(

一
九
九
七
年
二
月)

が
達
成
さ
れ
た

(

�)

。
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三
、
二
二
八
紀
念
碑
と

｢

族
群｣

和
解

二
二
八
紀
念
碑
は
、
二
二
八
和
平
運
動
の
展
開
の
一
環
で
あ
っ
た
。
二
二
八
紀
念
碑
の
第
一
号
は
、
一
九
八
九
年
八
月
一
九
日
に
嘉

義
市
弥
陀
路
忠
義
橋
附
近
に
建
立
さ
れ
た

｢

嘉
義
市
弥
陀
路
二
二
八
紀
念
碑｣

で
あ
る
。
当
時
、
政
府
は
、
な
お
二
二
八
事
件
を
禁
忌

と
み
な
し
て
お
り
、
こ
の
建
碑
行
動
を
許
可
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
設
計
者
の
�
三
原
を
拘
束
・
収
監
し
た
。
し
か
し
、
張
博
雅
嘉

義
市
長
お
よ
び
市
民
の
支
持
の
も
と
、
つ
い
に
歴
史
の
傷
を
癒
し
、
永
遠
の
平
和
を
希
求
す
る
二
二
八
紀
念
碑
が
建
立
さ
れ
た

(

�)

。

管
見
の
限
り
、
現
在
確
認
で
き
る
台
湾
に
お
け
る
二
二
八
紀
念
碑
は
、
次
の｢

二
二
八
紀
念
碑
一
覧
表｣

で
示
し
た
二
七
基
で
あ
る
。

二
二
八
紀
念
碑
は
、
台
湾
各
地
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
多
く
建
立
さ
れ
て
い
る
。
最
も
新
し

い
も
の
は
、
二
〇
一
六
年
に
宜
蘭
県
頭
城
鎮
慶
元
宮
前
広
場
に
建
て
ら
れ
た
二
二
八
事
件
受
難
者
紀
念
碑
で
あ
る
。

二
二
八
紀
念
碑
の
特
徴
は
、
明
確
な
責
任
の
追
及
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
碑
文
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
紀
念
碑
も
受
難

者
の
慰
霊
と
そ
の
遺
族
の
安
寧
を
建
立
目
的
と
し
て
、
二
二
八
事
件
を
歴

史
的
教
訓
と
し
、
族
群
の
団
結
と
調
和
を
も
っ
て
未
来
に
歩
ん
で
い
く
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
高
雄
市
、
新
北
市
、
基
隆
市
に
あ
る
二

二
八
紀
念
碑
を
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
て
碑
文
の
内
容
を
み
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
。

次
の
第
一
図
は
、
一
九
九
三
年
二
月
二
八
日
、
高
雄
市
の
二
二
八
和
平
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第一図 高雄市二二八紀念碑

(出典) 筆者撮影 (2013 年 1 月 8 日)
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二二八紀念碑一覧表

番号 建立年月日 碑 名 設 置 場 所
1 1989. 8.19 嘉義市弥陀路二二八紀念碑 嘉義市弥陀路忠義橋附近
2 1992. 2.28 屏東県二二八紀念碑 屏東市中山公園南側

3 1993. 2.28 高雄市二二八紀念碑 高雄市鼓山区鼓山区寿山二二
八和平公園内

4 1993. 2.28 高雄県二二八紀念碑 高雄市岡山区碧紅里和平公園
内

5 1993.10 台南市二二八紀念碑 台南市建平路台南市政中心西
側緑地

6 1994. 2.28 屏東林辺郷二二八紀念碑 屏東県林辺郷河浜公園内
7 1994. 7.16 八堵站罹難員工紀念碑 基隆市台湾鉄道八堵駅附近
8 1995. 2.28 台北二二八紀念碑 台北市二二八和平公園
9 1995. 6.15 台中市二二八紀念碑 台中市東峰公園
10 1996. 2.28 台南県二二八紀念碑 台南市新営区綜合体育場
11 1996. 2.28 嘉義市二二八紀念碑 嘉義市二二八紀念公園
12 1996. 2.28 嘉義県阿里山郷二二八紀念碑 嘉義県阿里山郷公所
13 1997. 2.28 花蓮県関懐二二八紀念碑 花蓮市北浜公園
14 1998. 2.28 二二八事件引爆地紀念碑 台北市南京西路 183 号

15 1999. 2.28 湯徳章紀念碑 台南市湯徳章紀念公園 (台南
文学館対面)

16 1998. 2.28 桃園県二二八紀念碑 桃園県蘆竹郷中福村二二八紀
念公園

17 2000.11.14 雲林県古坑二二八紀念碑 雲林県古坑郷�脚村公墓
18 2001. 2.28 台中県二二八紀念碑 台中市大里区国光公園

19 2001. 5.30 静宜大学二二八紀念碑 台中市沙鹿区大肚山麓静宜大
学内

20 2002.11.28 三重市二二八紀念碑 新北市三重区二二八和平公園
21 2003. 2.28 基隆市二二八紀念碑 基隆市中正公園
22 2004. 2.28 新竹市二二八紀念碑 新竹市親水公園
23 2004. 2.28 宜蘭二二八紀念碑 宜蘭運動公園
24 2004. 4.29 南投二二八紀念碑 埔里愛蘭橋

25 2006.11.13 高雄市二二八和平紀念碑 高雄市鹽�區中正四路 二二
八和平紀念公園

26 2007. 3.10 埔頂二二八蒙難紀念碑 新北市淡水区私立淡江高級中
学

27 2016. 2.26 宜蘭縣二二八事件受難者紀念碑 頭城鎮慶元宮前廣場

(出典) 『台湾二二八紀念碑図集』 (阮朝日二二八紀念館､ 2004 年) を基に筆者が作成



公
園
内
に
建
立
さ
れ
た
高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
で
あ
る
。

こ
の
紀
念
碑
は
、
正
面
に

｢

高
雄
市
二
二
八
紀
念
碑｣

と
刻
ま
れ
、
右
側
面
と
左
側
面
に
も
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
右
側
面
の
碑

文
に
は
、
二
二
八
事
件
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、｢

民
族
の
傷
は
、
早
急
に
療
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
し
て
、｢

各
族
群
間

の
調
和
、
さ
ら
に
全
人
類
の
共
存
共
栄
の
た
め
に
、
愛
を
も
っ
て
ね
た
み
合
い
を
取
り
除
き
、
愛
を
も
っ
て
相
互
に
抱
擁
し
、
も
っ
て

公
義
を
永
遠
に
わ
が
郷
土
に
と
ど
め
お
き
、
万
世
平
和
を
祈
念
す｣

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
左
側
面
の
碑
文
は
、
紀
念
碑
の
設

計
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、｢

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
と
い
う
字
体
を
正
面
に
刻
み
、｢

二
二
八｣

を
主
題
と
し
て
体
現
し
、
両
円

の
重
な
り
合
う
台
座
は
、
和
睦
円
満
を
象
徴
し
、
本
体
は
、
八
卦
型
を
採
用
し
て
永
遠
の
団
結
の
願
い
を
込
め
た｣

と
あ
る

(

�)

。

次
の
第
二
図
は
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
八
日
、
新
北
市
三
重
区
二
二
八
和
平
公
園
内
に
建
立
さ
れ
た

｢

新
北
市
三
重
区
二
二
八
紀

念
碑｣

で
あ
る
。

紀
念
碑
の
正
面
台
座
に
は
、
碑
文
の
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
は
め
ら
れ
て

い
る
。
碑
文
に
は
、
上
述
の
高
雄
市
二
二
八
紀
念
碑
と
同
様
に
、
二
二
八
事

件
の
概
略
が
書
か
れ
た
の
ち
、
最
後
に

｢

社
会
の
大
き
な
傷
を
癒
す
に
は
全

人
民
の
協
力
と
努
力
に
頼
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
事
件
で
亡
く
な
っ
た
人
々

を
慰
霊
し
、
受
難
者
と
そ
の
遺
族
の
悲
憤
を
慰
め
、
国
民
に
歴
史
の
教
訓
と

し
て
紀
念
碑
を
建
立
す
る
。
自
今
、
わ
れ
ら
は
一
体
と
な
り
、
互
い
に
愛
を

も
っ
て
助
け
合
い
、
誠
実
を
も
っ
て
接
し
、
深
い
憎
し
み
と
恨
み
を
無
形
と

化
し
、
永
遠
の
平
和
を
祈
念
す
る
。
天
祐
の
宝
島
が
永
久
に
栄
え
ん
こ
と
を｣

と
刻
ま
れ
て
い
る

(

�)
。
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第二図 新北市三重区二二八紀念碑

(出典) 筆者撮影 (2013 年 1 月 11 日)



最
後
に
、
次
の
第
三
図
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
二
八
日
、
基
隆
市
中
正
公
園

内
に
建
立
さ
れ
た

｢

基
隆
二
二
八
紀
念
碑｣

で
あ
る
。

紀
念
碑
の
台
座
に
刻
ま
れ
た
碑
文
に
は
、｢

今
こ
こ
に
中
正
公
園
の
高
峰
に

紀
念
碑
を
建
て
る
。
そ
れ
は
、
広
大
な
太
平
洋
に
対
面
し
、
我
々
の
受
難
者
に

対
す
る
追
悼
の
念
を
表
す
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
調
和
、
公
正
、
光
明

の
来
臨
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
台
湾
人
民
が
当
時
の
特
殊
時
局
を
体
認
し
、

寛
恕
、
平
和
の
心
情
を
も
っ
て
こ
の
歴
史
の
傷
を
慰
め
、
よ
り
よ
い
未
来
へ
向

け
て
と
も
に
手
を
携
え
て
進
む
こ
と
を
期
待
す
る｣

と
あ
る

(

�)

。
こ
の
基
隆
市
二

二
八
紀
念
碑
は
、
蒋
介
石
を
記
念
す
る
公
園
で
あ
る

｢

中
正
公
園｣

内
に
建
て

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
二
二
八
事
件
の
責
任
者
で
あ
る
蒋
介
石
の
記
念
公
園
内
に
二
二
八
紀
念
碑
を
置
く
意
味
を
ど
の
よ

う
に
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

台
湾
の
人
々
は｢

当
時
の
特
殊
時
局
を
体
認｣
し
て
、
事
件
の
責
任
の
所
在
を
追
及
せ
ず
、
こ
れ
を｢

寛
恕｣

の
心
あ
る
い
は｢

愛｣

を
も
っ
て
許
す
こ
と
で
、
族
群
間
の

｢

和
解｣

を
達
成
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
事
件
の
責
任
の
所
在
及
び
そ
の
真
実
を
明
ら
か
に
せ

ず
し
て
、
よ
り
よ
い
未
来
に
向
け
て
と
も
に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
二
二
八
事
件
の
背
景
、
経
過
、
社
会
的
影
響
、
二
二
八
和
平
運
動
の
展
開
を
踏
ま
え
、
二
二
八
紀
念
碑
の
碑
文
に
込
め
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第三図 基隆二二八紀念碑

(出典) 筆者撮影 (2013 年 1 月 12 日)



ら
れ
た
思
想
を
検
討
し
て
き
た
。

二
二
八
紀
念
碑
か
ら
移
行
期
正
義
や
族
群
和
解
の
問
題
を
考
え
た
時
、
次
の
二
つ
の
事
柄
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
二
二
八
紀
念

碑
に
は
、
被
害
者
た
る

｢

本
省
人｣

と
加
害
者
た
る

｢

外
省
人｣

の
妥
協
し
得
る
最
低
限
度
の
条
件
下
で
の
和
解
の
モ
デ
ル
が
示
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
二
二
八
事
件
の
歴
史
清
算
は
、
平
和
を
願
う
心
だ
け
で
は
な
く
、
寛
恕
の
心
あ
る
い
は

愛
を
も
っ
て

｢
族
群｣

の
団
結
と
調
和
を
は
か
る
こ
と
を
、
い
わ
ば

｢

強
制｣

さ
れ
、
和
解
的
状
態
に
置
か
れ
た
受
難
者
と
そ
の
家
族

ら
の
心
の
傷
が
真
に
癒
さ
れ
る
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。｢

真
相｣

の
究
明
は
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
重
要

な
手
段
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ゆ
え
、
二
二
八
紀
念
碑
は
、｢

根
本
的
な
真
相
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
、
簡
単
に
和
解
的
状
態

を
作
っ
て
し
ま
っ
た｣

と
い
う
二
二
八
事
件
の
根
本
的
問
題
の
深
ま
り
を
助
長
さ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。本

稿
は
、
二
二
八
事
件
と
移
行
期
正
義
や
族
群
和
解
と
い
う
問
題
を
紀
念
碑
か
ら
考
察
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
が
、
初
歩
的
な

検
討
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
二
二
八
紀
念
碑
の
研
究
を
よ
り
深
め
て
い
く
た
め
に
は
、
台
湾
各
地
に
作
ら
れ
た
二
二
八
紀
念
碑
の
設

置
主
体
と
建
立
の
過
程
を
詳
ら
か
に
し
て
、
地
域
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
紀
念
碑
が
慰
霊
式
典
や
教
育
上
に
お

い
て
実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
き
た
の
か

(
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か)

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

註

(

１)

二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会｢

時
代
在
眼
前
―
二
二
八
�
週
年
中
枢
紀
念
儀
式｣
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
六
日(https://w

w
w
.228.org.tw

/

list_m
em

orialevent-view
.php?ID

=60)

、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
閲
覧
。
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(

２)

同
上
。

(
３)

薛
化
元

(

訳：

李
為
�
・
東
山
京
子)

｢

二
二
八
事
件
を
め
ぐ
る
歴
史
清
算
問
題｣

『

中
京
法
学』

第
五
一
巻
二
・
三
号
、
二
〇
一
七
年
、
一

五
五
頁
〜
一
七
五
頁
。

(

４)
例
え
ば
、
廖
継
斌
総
編
輯
／
蔡
秀
美
主
筆

『

二
二
八
事
件
文
献
目
録
解
題』

(

財
団
法
人
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
、
二
〇
一
五
年)

参
照
。

(

５)
二
二
八
紀
念
碑
そ
の
も
の
を
取
り
あ
げ
た
研
究
は
少
な
い
が
、
例
え
ば
�
嘉
倫

｢

当
代
台
湾
紀
念
碑
研
究：

以
二
二
八
紀
念
碑
為
例｣

(

国

立
台
南
芸
術
大
学
芸
術
史
学
系
修
士
論
文
、
二
〇
一
二
年)

が
あ
る
。

(

６)

以
下
、
二
二
八
事
件
の
背
景
と
経
過
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
黄
秀
政
・
張
勝
彦
・
呉
文
星

『

台
湾
史』

(

五
南
、
二
〇
〇
二
年
、
二
四
五
頁

〜
二
五
五
頁)
に
よ
る
。

(

７)

周
婉
窈

(

濱
島
敦
俊
監
訳
、
石
川
豪
・
中
西
美
貴
訳)

『

図
説
台
湾
の
歴
史』

平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
八
二
頁
。

(

８)

黄
秀
政
・
張
勝
彦
・
呉
文
星

『

台
湾
史』

前
掲
、
二
五
六
頁
。

(

９)

呉
密
察
監
修
、
遠
流
台
湾
館
編
著
、
横
澤
泰
夫
日
本
語
版
編
訳

『

台
湾
史
小
事
典』

中
国
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三
六
頁
〜
二
三
七
頁
。

(

�)

二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会

｢

二
二
八
平
反
運
動
紀
要｣

(http://w
w
w
.228.org.tw

/288_redress.htm
l)

、
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日

閲
覧
。

(

�)

中
華
民
国
総
統
府

｢

総
統
在
二
二
八
講
話

中
華
民
国
八
四
年
二
月
二
八
日｣

(https://w
w
w
.president.gov.tw

/N
E
W

S/22573)

、

二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
閲
覧
。

(

�)

注
�
同
。

(

�)

柳
照
遠

｢

二
二
八
紀
念
碑｣

(

張
炎
憲
主
編

『

二
二
八
事
件
辞
典』

国
史
館
・
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会
、
二
〇
〇
八
年)

、
一
九
頁
。

(

�)

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
の
右
側
面
と
左
側
面
の
碑
文
及
び
碑
の
右
横
に
添
え
ら
れ
た
説
明
板
の
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(

一)

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑

(

右
側
面)

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
文

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
に
よ
り
日
本
は
降
伏
し
、
国
民
政
府
は
、
民
国
三
四

(

一
九
四
五)

年
一
〇
月
台
湾
を
接
収
し
た
。
初

代
台
湾
省
行
政
長
官
陳
儀
は
、
民
情
へ
の
理
解
に
欠
け
、
民
衆
と
の
あ
い
だ
の
誤
解
は
日
増
し
に
深
ま
り
、
衝
突
事
件
が
し
ば
し
ば
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生
じ
た
。
民
国
三
六

(

一
九
四
七)

年
二
月
、
つ
い
に
二
二
八
事
件
が
発
生
し
、
台
湾
各
地
で
甚
大
な
死
傷
者
を
出
し
た
。
本
市
参

議
員
お
よ
び
士
紳
は
、
こ
の
解
決
の
道
を
探
る
べ
く
、
事
件
処
理
委
員
会
を
組
織
し
た
。
三
月
六
日
、
代
表
者
六
名
が
寿
山
の
高
雄

要
塞
司
令
部

(

司
令
彭
孟
緝)

に
赴
き
請
願
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
不
測
の
事
態
に
巻
き
込
ま
れ
、
請
願
代
表
の
う
ち
三
名
が
相
次

い
で
寿
山
軍
事
基
地
で
殺
害
さ
れ
た
。
事
態
は
、
さ
ら
に
拡
大
し
、
不
幸
に
も
高
雄
市
政
府
、
高
雄
駅
で
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

民
族
の
傷
は
、
早
急
に
療
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
件
に
よ
り
死
亡
し
た
人
々
を
記
念
す
る
た
め
、
高
雄
市
民
が
協
力
し
て

こ
こ
に
碑
を
建
立
し
た
。
天
地
を
も
っ
て
心
と
し
、
山
河
を
も
っ
て
鏡
と
し
、
子
々
孫
々
ま
で
こ
の
歴
史
の
教
訓
を
心
に
刻
み
、
二

度
と
同
じ
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
ん
こ
と
、
そ
し
て
す
べ
て
の
事
件
の
受
難
者
と
そ
の
家
族
お
よ
び
友
人
が
苦
し
み
の
桎
梏
か
ら
解
放

さ
れ
、
内
心
に
不
当
に
蓄
積
さ
れ
た
鬱
滞
を
除
去
さ
れ
ん
こ
と
を
願
う
。
各
族
群
間
の
調
和
、
さ
ら
に
全
人
類
の
共
存
共
栄
の
た
め

に
、
愛
を
も
っ
て
ね
た
み
合
い
を
取
り
除
き
、
愛
を
も
っ
て
相
互
に
抱
擁
し
、
も
っ
て
公
義
を
永
遠
に
わ
が
郷
土
に
と
ど
め
お
き
、

万
世
平
和
を
祈
念
す
。

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
籌
建
委
員
会

謹
立

中
華
民
国
八
二

(

一
九
九
三)

年
二
月
二
八
日

(

二)

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑

(

左
側
面)

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
誌

民
国
三
六

(

一
九
四
七)

年
に
発
生
し
た
不
幸
な
二
二
八
事
件
は
、
台
湾
歴
史
上
の
傷
跡
で
あ
る
。
そ
の
傷
を
癒
す
た
め
、
本
市

府
会
、
工
商
・
宗
教
・
学
術
各
界
と
地
方
名
士
諸
氏
は
、
そ
の
意
を
体
し
、
和
平
紀
念
碑
の
建
立
を
計
画
し
、
民
国
八
〇

(

一
九
九

一)

年
夏
、
建
設
準
備
委
員
会
を
設
立
し
た
。

建
設
準
備
委
員
会
は
、
多
く
の
場
所
を
視
察
し
、
風
水
が
極
め
て
佳
良
な
寿
山
を
選
ん
で
建
碑
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
該
碑
は
、

イ
タ
リ
ア
滞
在
の
彫
刻
芸
術
家
屠
国
威
氏
の
設
計
に
か
か
り
、
イ
タ
リ
ア
の
大
理
石
を
彫
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
高
雄
市
二
二
八
和
平

紀
念
碑
と
い
う
字
体
を
正
面
に
刻
み
、｢

二
二
八｣

を
主
題
と
し
て
体
現
し
、
両
円
の
重
な
り
合
う
台
座
は
、
和
睦
円
融
を
象
徴
し
、

本
体
は
、
八
卦
型
を
採
用
し
て
永
遠
の
団
結
の
願
い
を
込
め
た
。
そ
し
て
、
碑
周
辺
を
整
備
し
、
雄
大
な
る
景
観
を
形
作
り
、
非
の

う
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
み
ご
と
な
創
作
と
称
さ
れ
て
い
る
。
民
国
八
一

(
一
九
九
二)

年
二
月
二
七
日
に
起
工
し
、
一
九
九
三
年
二
月
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二
八
日
に
落
成
し
た
。

こ
の
地
は
、
険
要
の
地
で
、
俗
世
の
喧
騒
か
ら
遠
く
離
れ
、
寿
山
の
緑
し
た
た
る
緑
蔭
を
背
後
に
お
く
。
全
市
内
を
俯
瞰
で
き
、

元
享
寺
の
暮
れ
方
の
太
鼓
と
明
け
方
の
鐘
が
鳴
り
響
き
、
愛
河
の
雄
大
な
流
れ
も
あ
り
、
壮
麗
で
変
化
に
富
む
。
既
往
を
懐
か
し
む

た
め
多
く
の
人
々
が
こ
こ
に
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
を
願
う
。

市
長

呉
敦
義

謹
識

中
華
民
国
八
二

(

一
九
九
三)

年
二
月
二
八
日

(

三)

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
右
横
の
説
明
板

高
雄
市
二
二
八
事
件
紀
念
碑
建
立
沿
革

高
雄
市
政
府
は
、
二
二
八
受
難
者
の
霊
を
慰
め
、
受
難
者
遺
族
の
長
期
に
わ
た
る
心
中
の
痛
み
取
り
除
き
、
と
も
に
手
を
携
え
て

こ
の
悲
し
み
に
太
陽
の
光
を
注
ぎ
込
む
た
め
、
民
国
八
二(

一
九
九
三)

年
二
月
二
八
日
、
二
二
八
和
平
紀
念
碑
を
寿
山
に
建
て
た
。

そ
の
後
、
事
件
の
史
料
が
次
第
に
公
に
さ
れ
、
か
つ
紀
念
碑
の
位
置
も
市
街
地
よ
り
遠
く
、
敷
地
も
ま
た
狭
い
の
で
、
愛
河
仁
愛
公

園
内
に
新
た
な
紀
念
碑
を
建
立
す
る
計
画
が
た
ち
、
民
国
九
五

(

二
〇
〇
六)

年
九
月
二
二
日
に
起
工
、
同
年
一
一
月
初
め
に
竣
工

し
、
同
月
二
〇
日
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
寿
山
の
紀
念
碑
は
、
段
階
的
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
な
お
原
地
に
保
留

さ
れ
た
。

仁
愛
公
園
二
二
八
紀
念
碑
は
、
現
代
的
な
設
計
方
式
を
採
り
入
れ
、
主
碑
は
、
人
体
工
学
的
観
点
に
適
合
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
、

事
件
の
顛
末
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
受
難
者
の
姓
名
を
刻
ん
だ
記
念
壁
の
周
辺
に
は
緑
し
た
た
る
樹
木
が
添
え
ら
れ
、
人
々
を
記
念
広

場
に
導
く
。
そ
れ
ら
は
、
永
久
の
和
睦
円
融
と
団
結
を
象
徴
す
る
。

高
雄
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
重
建
委
員
会

謹
立

中
華
民
国
九
五

(

二
〇
〇
六)

年
一
一
月
一
三
日

(

�)

新
北
市
三
重
区
二
二
八
紀
念
碑
の
台
座
プ
レ
ー
ト
碑
文
の
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
二
八
紀
念
碑
碑
文

一
九
四
五
年
、
日
本
の
敗
戦
、
投
降
の
報
が
伝
来
す
る
と
、
万
民
は
、
歓
喜
に
湧
き
、
不
公
義
な
植
民
地
統
治
か
ら
の
脱
却
を
慶
賀
し
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た
。
だ
が
、
台
湾
の
接
収
と
治
政
の
重
任
を
担
っ
た
台
湾
省
行
政
長
官
陳
儀
は
、
民
情
を
解
せ
ず
、
そ
の
施
政
は
偏
頗
で
台
湾
人
民
を

差
別
し
た
。
さ
ら
に
官
紀
は
腐
敗
し
、
経
済
不
況
、
物
価
高
騰
、
失
業
も
ま
た
深
刻
で
あ
り
、
民
衆
の
不
満
は
沸
点
に
達
し
た
。
一
九

四
七
年
二
月
二
七
日
、
専
売
局
職
員
が
台
北
市
延
平
北
路
で
闇
煙
草
の
取
締
を
行
い
、
女
販
売
人
を
負
傷
さ
せ
、
さ
ら
に
道
行
く
人
を

誤
っ
て
射
殺
し
た
。
民
衆
は
激
怒
し
、
翌
日
台
北
の
群
衆
は
デ
モ
を
行
い
、
行
政
長
官
公
署
に
赴
き
、
犯
人
の
処
罰
を
要
求
し
た
が
、

不
意
に
一
斉
掃
射
に
遭
い
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
こ
れ
が
台
湾
全
土
へ
の
抗
争
拡
大
の
導
火
線
と
な
っ
た
。
こ
の
争
い
を
解
決

し
、
積
怨
を
晴
ら
す
た
め
に
、
各
地
の
士
紳
は
、
事
件
処
理
委
員
会
を
組
織
し
、
中
に
立
っ
て
両
者
の
協
調
と
政
治
改
革
を
訴
え
た
。

陳
儀
は
、
そ
れ
に
協
力
す
る
と
み
せ
か
け
て
、
士
紳
を

｢

奸
匪
叛
徒｣

(

叛
乱
分
子)

と
み
な
し
、
南
京
に
派
兵
を
請
う
た
。
国
民
政

府
主
席
蒋
中
正
は
、
報
に
接
す
る
と
す
ぐ
に
台
湾
へ
の
派
兵
を
決
定
し
、
三
月
八
日
、
第
二
十
一
師
団
が
劉
雨
卿
師
団
長
の
指
揮
の
も

と
で
基
隆
に
上
陸
し
た
。
一
〇
日
、
台
湾
全
土
に
戒
厳
令
が
布
か
れ
、
警
備
総
司
令
部
参
謀
長
柯
遠
芬
、
基
隆
要
塞
司
令
史
熹
、
高
雄

要
塞
司
令
彭
孟
緝
、
お
よ
び
憲
兵
団
長
張
慕
陶
ら
が
清
郷

(

地
方
や
農
村
の
反
政
府
的
人
士)

を
鎮
圧
し
た
際
、
無
辜
の
人
達
も
連
座

し
、
数
ヶ
月
の
間
に
死
傷
、
失
踪
者
は
数
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
も
基
隆
、
台
北
、
嘉
義
、
高
雄
が
と
り
わ
け
惨
状
を
呈
し

た
。
世
に
言
う
二
二
八
事
件
は
、
そ
の
後
半
世
紀
近
く
の
長
期
に
わ
た
る
戒
厳
令
下
に
お
い
て
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
語
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

一
つ
の
禁
忌
と
な
っ
た
。
だ
が
、
積
も
り
に
積
も
っ
た
冤
罪
の
鬱
憤
は
、
省
籍
矛
盾
や
統
独
問
題
と
し
て
立
ち
現
れ
た
。
一
九
八
七
年

戒
厳
令
解
除
後
、
各
界
は
、
安
定
的
な
平
和
を
強
く
望
み
、
二
二
八
事
件
の
調
査
研
究
を
進
め
た
。
そ
し
て
国
家
元
首
の
謝
罪
を
経
て

受
難
者
と
そ
の
遺
族
へ
の
補
償
が
進
展
し
、
紀
念
碑
の
建
立
も
行
わ
れ
た
。
社
会
の
大
き
な
傷
を
癒
す
に
は
全
人
民
の
協
力
と
努
力
に

頼
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
事
件
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を
慰
霊
し
、
受
難
者
と
そ
の
遺
族
の
悲
憤
を
慰
め
、
国
民
に
歴
史
の
教
訓
と
し

て
紀
念
碑
を
建
立
す
る
。
自
今
、
わ
れ
ら
は
一
体
と
な
り
、
互
い
に
愛
を
も
っ
て
助
け
合
い
、
誠
実
を
も
っ
て
接
し
、
深
い
憎
し
み
と

恨
み
を
無
形
と
化
し
、
永
遠
の
平
和
を
祈
念
す
る
。
天
祐
の
宝
島
が
永
久
に
栄
え
ん
こ
と
を
。

財
団
法
人
二
二
八
事
件
紀
念
基
金
会

謹
立

中
華
民
国
九
一

(

二
〇
〇
二)

年
一
一
月
二
八
日

(

�)

基
隆
二
二
八
紀
念
碑
の
左
横
に
置
か
れ
た
説
明
板
と
碑
台
座
に
刻
ま
れ
た
碑
文
の
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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(

一)

説
明
板

二
二
八
和
平
紀
念
碑
設
計
説
明

エ
リ
ー
ト
の
鮮
血
の
昇
華

円
満
、
調
和
、
円
融
な
ど
を
含
意
す
る

｢

円｣

を
も
っ
て
二
二
八
紀
念
碑
建
碑
の
意
義
を
解
説
す
る
。
紀
念
碑
お
よ
び
景
観
は
、
ひ

と
し
く

｢

円｣

を
も
っ
て
基
本
型
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
寓
意
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
、
黒
色
鋳
銅
の
円
柱
台
座：

受
難
者
に
対
す
る
無
限
の
追
想
、
哀
悼
を
表
す
。
台
座
に
は
碑
文
を
刻
み
建
碑
の
精
神
と
意
義
を
記
す
。

二
、
ゆ
っ
た
り
と
回
転
、
融
合
し
て
昇
っ
て
い
く
螺
旋：

円
柱
台
座
か
ら
昇
っ
て
い
く
螺
旋
は
、
二
二
八
受
難
エ
リ
ー
ト
の
鮮
血
が
昇
華
し
た
の
ち
の
思
い
を
表
す
。
そ
れ
は
不
断
に
光
と

熱
を
発
し
、
社
会
の
心
を
照
ら
し
て
光
輝
く
社
会
を
再
建
し
、
人
格
を
回
復
す
る
た
め
の
礎
石
で
あ
る
。
そ
し
て
歴
史
の
真
相
を

認
識
し
た
う
え
で
、
陰
影
か
ら
抜
け
だ
し
、
寛
容
の
心
を
持
ち
、
早
逝
し
た
英
霊
を
慰
め
、
調
和
・
団
結
し
た
、
公
正
な
社
会
を

創
造
す
る
こ
と
を
期
す
も
の
で
あ
る
。

(

二)

碑
文

基
隆
市
二
二
八
和
平
紀
念
碑
文

太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
、
台
湾
は
植
民
地
統
治
か
ら
離
脱
し
た
。
国
民
政
府
は
、
台
湾
を
接
収
し
た
。
治
台
政
策
の
誤
り
、
初
代

台
湾
省
行
政
長
官
陳
儀
の
民
情
を
顧
み
な
い
態
度
に
加
え
て
、
官
紀
の
腐
敗
、
特
権
の
横
行
に
よ
り
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
、

物
価
は
高
騰
し
、
台
湾
人
民
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
、
怨
嗟
の
声
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
ふ
れ
た
。

一
九
四
七
年
二
月
二
七
日
、
台
湾
省
専
売
局
職
員
が
台
北
市
大
稲
�
で
闇
煙
草
の
取
締
を
起
こ
っ
た
際
、
女
販
売
人
を
殴
打
負
傷

さ
せ
、
か
つ
抗
議
市
民
を
射
殺
し
た
。
翌
二
八
日
民
衆
は
、
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
に
請
願
デ
モ
を
行
う
も
機
銃
掃
射
に
遭
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
民
衆
の
蜂
起
は
、
全
島
に
広
が
り
、
こ
こ
に

｢

二
二
八
事
件｣

が
発
生
し
た
。
三
月
八
日
、
国
民
政
府
が
鎮

圧
の
た
め
に
派
遣
し
た
第
二
一
師
団
が
基
隆
に
上
陸
し
、
小
銃
と
機
銃
で
民
衆
を
射
撃
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
三
月
一
〇

日
の
明
け
方
、
部
隊
は
、
本
市
各
地
で
一
軒
一
軒
戸
口
捜
査
を
行
い
、
各
戸
の
壮
丁
を
強
行
的
に
連
行
し
た
。
三
月
一
一
日
、
八
堵
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駅
の
駅
職
員
を
射
殺
し
た
。
そ
し
て
基
隆
港
の
波
止
場
、
田
寮
港
の
運
河
、
社
寮
島
、
旧
市
街
元
町
派
出
所
の
後
ろ
の
海
面
に
は
惨

殺
さ
れ
た
無
辜
の
民
衆
の
死
体
が
漂
っ
た
が
、
こ
れ
は
統
治
者
が
基
隆
市
民
を
無
差
別
的
に
殺
害
し
た
証
で
あ
る
。

今
こ
こ
に
中
正
公
園
の
高
峰
に
紀
念
碑
を
建
て
る
。
そ
れ
は
、
浩
瀚
な
太
平
洋
に
対
面
し
、
我
々
の
受
難
者
に
対
す
る
追
悼
の
念

を
表
す
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
調
和
、
公
正
、
光
明
の
来
臨
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
台
湾
人
民
が
当
時
の
特
殊
時
局
を

体
認
し
、
寛
恕
、
平
和
の
心
情
を
も
っ
て
こ
の
歴
史
の
傷
を
慰
め
、
よ
り
よ
い
未
来
へ
向
け
て
と
も
に
手
を
携
え
て
進
む
こ
と
を
期

待
す
る
。

基
隆
市
長

許
財
利

基
隆
市
二
二
八
関
懐
協
会

謹
誌

中
華
民
国
九
二

(

二
〇
〇
三)

年
二
月
二
八
日
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